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one point advice
図のタイトルは、PGLAB の第３引数で指定する。

one point advice
Ｙ軸のタイトルは、PGLAB の第２引数で指定する。

one point advice
Ｘ軸のタイトルは、PGLAB の第１引数で指定する。

one point advice
この文字列は、ソースコードの      CALL PGMTXT('T', -4.0, 0.5, 0.5,     1     '\frBessel Functions')の部分で描かれている。

one point advice
これらの文字列は、ソースコードの      CALL PGSTBG(GREEN)      CALL PGSCI(0)      CALL PGPTXT(8.0, 0.7, 0.0, 0.0, ' \fiy = J\d0\u(x)')      CALL PGPTXT(12.0, 0.5, 0.0, 0.0, ' \fiy = J\d1\u(x)')の部分で描かれている。\fi を使うと斜体字が、\d を使うと下付字が書ける。下付字から普通の文字に戻る際には \u を用いる。ここで緑色の背景に白抜きで文字列が描かれているのは、PGSTBG で文字列の背景色を緑色に設定し、さらに PGSCI で文字の色を描画面の背景色(この場合は白)に指定することで実現されている。

one point advice
これらの矢印は、ソースコードの      CALL PGARRO(8.0, 0.7, 1.0, PGBSJ0(1.0))      CALL PGARRO(12.0, 0.5, 9.0, PGBSJ1(9.0))の部分で描かれている。PGARRO の第１，第２引数で矢印の始点(根)を、第３，第４引数で終点(矢頭)の位置を指定する。矢頭の大きさは PGSCH で、形状は PGSAH で指定することができる。色は直前の PGSCI で指定される。

one point advice
この例では、y=f(x) のように y軸方向の座標が x の関数で与えられている場合に PGFUNX を用いて作図する例を紹介しています。ソースコード（pgex10.f）の      CALL PGSCI(YELLOW)      CALL PGFUNX(PGBSJ0,500,0.0,10.0*PI,0)の部分で、実数型の関数副プログラム(REAL FUNCTION) PGBSJ0 として計算される関数を黄色で描いています。この時、PGFUNX の最後の引数を"0"とすることにより、内部で PGENV を呼び出し、作図範囲と軸・目盛りを描かせています。PGENVを使うので、軸の目盛りの間隔などは変えられません。次に、      CALL PGSCI(RED)      CALL PGSLS(DASH)      CALL PGFUNX(PGBSJ1,500,0.0,10.0*PI,1)の部分では、PGBSJ1 として計算した関数を赤の破線で描いています。この時、PGFUNX の最後の引数を"1"としてあるのは、前で指定した作図範囲(ワールド座標とビューポート)をそのまま踏襲するためです。また、２つの PGFUNX の第２～第４引数は、x=0～10πの間で関数を501回呼び出すことを意味します。つまり、描かれるグラフは (0,f(0)),(10π/500, f(10π/500)),・・・,(10π, f(10π))を結んだものになります(fの具体的な形は、それぞれの関数副プログラムで与えられています)。黄色いメモ帳印のところをダブルクリックすると、各々の部分に関する簡単な説明が現れます。


